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平成 15 年３月期（平成 14 年４月１日～平成 15 年３月 31 日） 

      通期業績予想との差異について 

 

  平成 15 年３月期（平成 14 年４月１日～平成 15 年３月 31 日）の業績予想について、平成 14 年５月 17 日付

決算短信発表時の通期（同）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１．平成15年３月期の通期連結業績予想の修正等 

 (1) 通期（平成14年４月１日～平成15年３月31日）連結業績予想との差異 

                                     （単位：百万円） 

 売   上   高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 前 回 予 想（Ａ）    １３，２００      ２，１１０      １，０６０ 

 今 回 修 正（Ｂ）    １１，８００      １，６５０          ３００ 

 増   減   額（Ｂ－Ａ）   △ １，４００   △     ４６０   △     ７６０ 

 増       減       率   △ １０．６％   △ ２１．８％   △ ７１．７％ 

  

(2) 修正理由 

① 売上高については、個別業績修正等により１１，８００百万円になる見込みです。 

② 経常利益については、個別業績修正等により１，６５０百万円になる見込みです。 

③ 当期利益については、個別業績修正等により３００百万円になる見込みです。 

  

(3) ご参考：前期の連結実績（平成13年４月１日～平成14年３月31日） 

   （単位：百万円） 

 売   上   高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 通   期（13/4～14/3）    １３，７８０      １，８６３        ４２３ 

 

 

 

 

 

 

 



２．平成15年３月期通期業績予想の修正等 

(1) 通期（平成14年４月１日～平成15年３月31日）業績予想との差異 

  （単位：百万円） 

 売   上   高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 前 回 予 想（Ａ）    １０，０００        ７７０        ３８０ 

 今 回 修 正（Ｂ）      ８，５００        ２３０     △   ２９０ 

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ １，５００   △     ５４０     △   ６７０ 

 増       減       率   △ １５．０％   △ ７０．１％        － 

 

 (2) 修正の理由 

① 売上高については、当下半期におきましても個人消費は雇用不安や所得減少の影響を受けて引

続き低迷するなどデフレ不況が継続し低調に推移するものと予想されます。このため通期の売上

高は８，５００百万円となる見込みです。 

② 経常利益については、売上高の低迷により催事のコストパフォーマンス重視による効率化を図

り会場費、広告宣伝費等の圧縮に努める所存ですが、減収による利益の減少を埋めることができ

ず、２３０百万円となる見込みです。 

③ 当期利益については、有価証券評価損４５３百万円の特別損失計上等もあり、△２９０百万円

となる見込みです。 

 

(3) ご参考：前期の実績（平成13年４月１日～平成14年３月31日）    

   （単位：百万円） 

 売   上   高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 通   期（13/4～14/3）    １０，５０９        ７６１         ８３ 

 

（注） 平成15年３月期の中間業績予想（連結、個別）の差異については、平成14年 11月 12日に開示

しております。 

 

以  上 

 


